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胎 生 期 ラ ヅ ト脳 内 フ ィ プ ロ ネ ク チ ン の 免 疫組

織 t匕学 白り言正明

水 谷 幸 之 祐 ‡、木 村　 宏 、越 智 　淳 三

　 （滋賀 医大 ・1 外 ＊、2 解 剖 ）

ラ ッ ト中脳橋，猛髄内の 副腎皮質刺激 ホ ル モ

ン 放出因子の局在 とその線維連絡に関す る免

疫組織化学的研究

　　阪中雅広 ， 鈎　ス ミ子

（大阪医大 ・第一r解剖 ）

　 フ ィ プ ロ ネ ク チ ン （FN ） は 正 常 成 熟 動 物

の 中枢 神経 系 に は存在 しな い 。 し か し脳 損傷

を 与 え る と 、そ の 直後 か ら 少な く と も 2 ヶ 月

後 の 期間 、FN が 神 経 細 胞 と そ の 軸 索 内 に 含

有 さ れ る こ と を 報告 し て き た 。こ の 事 実 に 基

づ き 、FN が 神 経 の 再 生 あ る い は 発 生 に 関 与

す る の で は な い か と 推 定 し た 。 今 回 、胎生 期

の 動 物脳 に お け る FN の 存在を免 疫組織化学

的 に 調 べ 、神経 発生 と の 関連性 を 検討 し た 。

　 ウ ィ ス ター系 の ラ ヅ ト胎児 脳 を 4 ％パ ラホ

ル ム ア ル デ ヒ ド．0 ，35 ％ グ ル タ ル ア ル デ

ヒ ド、O ．2
．
％ ピ ク リ ン 酸 の 混液 で 1 時 閻 、

さ ら に グ ル タ ル ア ル デ ヒ ド を含 ま な い 混液で

2 日間 、浸 漬固 定 し た 。厚 さ 40 μ m の ク リ

オ ス タ ッ ト切片 を抗 FN 抗体 と反応 させ た 後
・

ABC 法 で 免 疫染 色 し た。

　 FN 免 疫陽性 反 応 は 胎生 15 日 で す で に 、

広 範な 脳領域 に 豊富 に 観察 され た 。 最 も強 い

染 危 は 脳 室上衣 贋 に
一

致 し て 認め ら れ た が 、

個 々 の 上 衣細 胞 に お け る 局 在 の 判 定 は 躙 難 で

あ っ た 。次 い で 強 い 反応 は 上 衣
一
ド層 と そ れ に

隣 接す る 実 質内 に 認 め ら れ た 。 こ こ で は 反 応

産物 は幼 若 神経 細 胞 とそ の 突起 内に 限局 し て

い た が く そ の 染 色 強 度 は 神 経 の 遊走 が 進 む と

と も に が 減弱 す る よ う に 見受 け ら れ た 。

　副腎皮質刺激ホ ル モ ン 放出因子 （CRF ）

は下垂体 よ りの ACTH な らびに β一エ ン ド

ル フ ィ ン分泌を促進するの み な らず ， 脳 内に

幅広 く分布 して神経 伝達物質として 機能する

可能性が示 唆され て きた 。 CRF の 前脳 ， 間

脳 内の局在 に つ い て は， 従来より免疫組織化

学的手法 によ り十分検索され てきたが ， 中脳

橋 延髄に お ける CRF の 分 布は ， い まだ十

分に解明 され て い な い 。 今回我々 雋 酵素抗

体法 ， 破壊実験お よびHRP 法を用 い て ， ラ

ッ ト中脳 橋， 延髄内の CRF の 分布 と線維連絡

に つ き検討を加えた 。 CRF 陽性細胞は ， 中

脳僑 延髄内の 多数の領域に 認 め られたが， 特

に中脳中心 灰白質， 橋背側被蓋野， 下丘，中

脳橋綱様体 ， 縫線核群 ， 前庭神経諸核 ， 孤束

核お よび外側網様体核などに豊富に観察され

た 。 CRF 陽性線維 も， 上記の 領域に 認め ら

れたが ， 橋背側被蓋野 で は特に 密な CRF 終

末が見 られ た 。 さ らに， これ ら橋背側被蓋野

内の CRF 終末 の 多 くは ， 扁桃核の CRF 陽

性細胞 よ り供給 され る こ とが ， 扁桃核の電気

破壊な らびに
，

HRP 法 と免疫組織化学 の 同

時施行に よ っ て証 明された 。 今回 は， この 扁

桃核より橋背側被蓋野 に至 るCRF の投射経路

に つ いて も言 及 した い 。
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